
2)内部寄生虫に関する研究

堀井洋一郎 ･薄井南平(宮崎大)

森 明雄

内部寄生虫卵の変化を定期的に調査した｡

3)顕人猿の社会学的生態学的研究

森 明 雄

報告 ･その他

1)三戸サツヱ(1980):ボスザルへの道.

pp.166｡ポプラ社,東京｡

サル類保健飼育管理施設

竹中 惨 (兼)

千葉敏郎 ･松林清明

後藤俊二 ･松林伸子l)

前二年皮の年報 (γol.8.9)で報じたように

昭和54年度概算要求において認められた髭殖コ

ロニーが昭和55年 6月に竣工LT:｡これは総面

積2,487m'の繋殖母群放飼場と528d の育成会

よりなっており,前者を4区画に分けて総数約12D

銃のアカゲザル･ニホンザルを放飼し,年間約60

戒の研究用子ザルの育成を目的としている｡放飼

場完成にともない繁殖母群の接待に努めT=が,成

熟UT:位頗なサルを多数同時に購入することは年

を迫って難しくなってきており.とくにアカゲザ

ルの母群構成は困難をきわめT=｡最終的には既存

の第2放飼実験場で飼育していT=インド産アカゲ

ザル,グループゲージで分散飼育していた中国産

アカゲザル,新たに購入出来た中国産アカゲザル

および京都市嵐山の岩田山自然退園から導入した

こホンザルの計 4群をもって母群とした｡アカゲ

ザルの繁殖母群は総数ではオトナオス7頭.オト

ナメス43頭,子ザル22銃で構成されT=ことにな

る｡またニホンザルはオトナオス2頭,オトナメ

ス11頭,子ザル10頭である｡ LT:がって当初の

母群120頭,年間60頭の研究用子ザルの育成の

レベルに遠するにはここ数年母群の充足に努めね

ばならないと考えている｡なお母群構成半年目の
昭和56年初夏にはアカゲザル32頭(出生後事故

死をした5頭を含む)およびニホンザル4頭の出

l) 教務職員

産をみている｡なお近年放飼群を対象とLT=種々

の共同利用研究,所内研究が増えているが繁殖コ

ロニー完成により,既存甲放飼実験場が本来の機

能をも果し得る余裕が生じたのは喜ばしい事である｡

繁殖コロニー新設にともない技官定員1名の増

加と施設運営費の増加が認められた｡ これらにつ

いては全国の国立大学動物実験施設から強い要求

が出されていることでもあるが､要求が実現され

今後数年間の施設運営に見通しが得られた｡関係

当局の理解と援助に対し感謝の意を表したい｡

人事においては,技官定員が 1名増加したこと

により,石松正衣が8月1日付で採用され育成会

担当となった｡また研究所附属施設長候補者選挙

内規が改正 (全所員による推挙制度の導入およ

び4期以上の重任の察止が主たる点 )され,節

内規のもとに施設長候補者の選挙がおこなわれ.

竹中 修 (生化学部門 )が昭和55年 4月 1日よ

り2年間施設長を兼任することになった｡

昭和55年度サル施設経費概算

項 目 金 敬 (千円)

備 品 費 1,857

サ ル 駒 入 費 1,415

サル飼料 購入 費 9.465

薬 品 代 1,304

消 耗 品 費 2,488

人 .件 貿 7,260

補修 .改造等工事費 2,129

ゲ ー ジ 購 入 費 1,755

雑 費 292

党殖 コロニー初年度整備費

項 目 金 額 (千円)

ゲ ー ジ 購 入 費 3,618

工 事 費 3,317
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研 究 概 要

I)ニホンザルのm子形成における季節的変動

千 燕 敏 郎

的咋皮にひき続き,野外耶ならびに室内主刑こお

ける杓子形成の季節的変動を観察し,その成約を

それぞれ学会ならびに雑誌等に発表した｡ これを

以ってこの研究は一応終了しT:い｡

2)ニホンカモシカにおける精子形成

千 葉 敏 郎

岐阜県下において補極されたニホンカモシカ

(8:約70頭)より精巣を採集 し.精子形成開
始の時期ならびに精子形成における季節変動をし

らべた,その成続を学会ならびに雑誌等に報告し

た｡

3) ニホンザル雄性生粒器官の年令的季節的変化

Iこ関する形憤学的研死

松 林 桁 明

糊料及び別生殖腺の重症 ･租税像の変化を成長.

年周期変動の両面から調べている｡あわせて精液

性状.血中性ホルモン濃度の検討も加え,オスニ

ホンザル性機能の総合的評価を行っている｡

4) インドネシア産カニクイザルの臨床微生物学

的調査

松 林 清 明

文部省海外学術調査矧 こより,インドネシア国

において三カ月にわT:り捕投調査を行い,細菌性

赤痢 ･結核 ･各位内部寄生虫等の羅瓜状況を調査

した｡

5)詔長雑の眼底像に関する研究

後 藤 俊 二

ニホンザルを主とLT=マカク頬の生長に伴う限

内祝所見の推移について,単色光政彫法等による

眼底観察及び前限部の変化についての継続観察を

行っている｡

6) ニホンザルの奇形に関する研究

後 藤 俊 二

四肢奇形個体についての.血液検査を主とLT:

臨床医学的観察を共同研死の一環として進めてい

る｡

gleichmi‡freilebendenGruppen.

Zschr.E.Sh'ugetierk.(印刷中 )

2)Tiba,T.,SugimuraM.,SuzukiY･,

く1981):KinetikderSpermatogenese

beiderWoIIhaargemsc(CaPricornis

crispus)IGeschledltSreifeundjahres-

zeitlicheSdlWankung.Zool.Anz.(秤

刷中 )

3)Tiba,T.,SugimuraM.,SuzukiY.,

(1981):KinetikderSpermatogenese

beiderWollhaargemse(Caricorm's

crispus)RSam enepithelzyklusund

Samenepithelwelle.Zool.Anz.(印刷

中 )

学 会 発 案

1) インドネシアのカニクイザルにおける赤約 ･

結核検査結果

松 林 沼 明

1981年3月第25回プリマーチス研究会

2)ニホンザルの精巣機能の年周期変動

榎本知郎 ･松林清明

清木勘治･春木節男

1981年6月日本解剖学会第62回関東地方会

臨 文

1)Tiba,T.(1981):JahrezeitlicheSchwan-

kungderSpermatogenesedes･japani-

schenMakaken(Macacafuscata)inder

Gefangensd一aft,insbesondereim Ver一
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昭和55年度 (1980)サルの動態表

区 分 入 荷 出産 実敬 事故 管堤 結核 死 因校費 料 育附 潤 秤 泌尿 そ 不明

種 名 研 不良 化由 敬杏 坐殖 の

費 殺 死 死 殺 慕 系 器系 他

コモ ン ツパ イワオキツネザルオ オ ガ ラ ゴワタポウシタマリンヨ ザ ルリ ス ザ ルミ ド リ ザ ルニ ホ ン ザ ル 120 6 37 1212130 15 81 11(1) 16 16 11 2111 112

ア カ ゲ ザ ル 1182213 1265233 2112 3 3 1 7カ ニ ク イ ザ ルタ イ ワ ンザ ルア ッサ ム ザ ルベ ニ ガ オ ザルブ タ オ ザ ルボンネットザルマ ン ト ヒ ヒドグ エ ラ ヒ ヒMffX MmMi X MC 25 118ll 2(1)11 211

小 計 466 54 / 14(1)143 5 ll

昭和55年度末(1980)

飼 育 頭 数

種 名 頭 数

コ モ ン ツ パ イ 9

ワ オ キ ツ ネ ザ ル 8

ス ロ ー ロ リ ス 2

オ オ ガ ラ ゴ 5

ワタポウシタマリン ll

シルパーマーモセット 5

ヨ ザ ル 6

リ ス ザ ル 3
ノドジロオマキザル 1

フ サ オ マ キ ザ ル 2

チエウベイクモザル 1

ミ ド リ ザ ル 3

パ タ ス ザ ル 2

ニ ホ ン ザ ル 277

ヤ ク ニ ホ ンザ ル 19

M.f.fXM.fy 2

ア カ ゲ ザ ル 146

タ イ ワ ン ザ ル 18

ブ タ オ ザ ル 4

ベ ニ ガ オ ザ ル 6

ボ ン ネ ッ トザ ル ll

カ ニ ク イ ザ ル 27

ア ッ サ ム ザ ル 6

M.f.f X M m 18

Ep X Ca 2

マ ン ト ヒ ヒ 1

ゲ ラ ダ ヒ~ヒ 2

シロテテナガザル 2

ア ジルテナガザル 1

チ ン パ ン ジ ー 7

注)()印,検疫期間中のもの

症)総増加数 一総減少数 - 差引頭数

178 - 110 - 68(S.54年皮より68頭増加 )
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